
①被検材料（食品・糞便など）

②検体処理
（ゼラチン希釈液[抗生剤なし]使用）

沈査

１回目遠心後
の上清

③毒素の検出
（マウス試験）
特有の症状観察

陽性 陰性

④中和試験

⑤直接分離培養
（卵黄加GAM寒天）
37℃２日間嫌気培養

⑥増菌培養
（強化クックドミート培地）
37℃２〜４日間嫌気培養

（最長７日）

⑦培養液中の毒素の検出

陽性 陰性

⑧分離培養 ④中和試験

接種２時間くらいで死ぬ
サンプルからでないと菌
分離は難しい。

⑩必要に応じてPCR法に
よる毒素遺伝子の検出・

型別

１検体あたり
加熱３本、
非加熱１本

（卵黄加GAM寒天）
37℃１〜２日間嫌気培養

⑨疑わしいコロニーを培養
（強化クックドミート培地）
37℃２日間嫌気培養

⑪生化学的性状検査
（必要に応じて実施）

⑦培養液中の毒素の検出

陽性 陰性

④中和試験 ⑩必要に応じてPCR法による毒素遺伝子の検出・型別

強化クックドミート培地はテンプレートDNAの調整には不適。
一度、BHIに継代した後にテンプレートDNAを調整する。
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